
≡マニュ アル作成 ① 安 全を守る ために、 沈 着冷静・敏 速に行動 でき ；

≡の視点 る よう、 生徒への安 全教育 の推進を図 る。 …
ｉ ② 通 学路の危険場所を把握 し、 被害を未然に防 ぐ。 １
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く普段の安全指導の内容＞
・ 時間を守り遠やかに下校する。
・ 決められた通学路を通り複数で下校する。

・ 不審者情報を生徒・保議者に提示し書戒・注

意を促す。 １
・ 不審者と進遇したときの対応を継続的に指導

す る。

Ｉ

不害警を菱鼻

不１１む 欄 を果走■書

く生徒への指導内容＞

状況の把握， 落ち着いて対応 （自分の身を守る）
○ その場所からすぐに難れる。
○ 身の安全を砿保し、 状況や不春者の特徴を讐祭
へ連絡する。 （最寄りの家から連絡してもらう）

＊留意箏項
・ 不審者・自動 車等の特徴 をつ かむ。

山
不■竈と植融した■曾

く生徒への指導内容＞

状況の把握， 落ち着いて対応 （自
１
分の身を守る）

○ 不審者との距難をおく。 （間に自転章）
○ 大きな声をあげる。 近く の家に駆け込む。
○ 身の安全を碓保 し、 状況や不客者の特徴を讐祭
へ連絡する。 （最寄りの家から連絡してもらう）

＊留意事項
・ 不審者・自動章等の特徴をっかむ。

○ 状 況確認のた め， 時間と場を設定する。
○ 複 数の職 貫で， 状況等について聴取する。
○ 情 報の整 理， 照合を行う。
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１ Ｏ 校内にいる生備を留める。 １
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○ 教育委員会への報告・違絡

○ 生 徒等 へ の 対応（学績・学年・全校）

状 況 や 対策 を硯 明 し， 動 揺 を しず め る。

○ マスコミ対応 （窓ロム管理職１本）

○ 地城対応 （近隣学校 幽 占）

○ 讐 察 ・ 消 防・ 病 院対 応

○ 保穫 者 へ の 対応（誠・文書・雛欄・保瀦会）

状 況 を 早く 伝 え， 理 解と 協 カ を求 め る。 Ｏ そ の他
．、ｒ、のケ ア Ｃカ ウンセ リ ング、 』 轍



．
登下校時の生徒の安全確保について （不 辞 対応）

弥彦村立弥彦中学校

１ 日 常か らの 取組

（１） 未 然の危険 防止、 安全確 保の ための対 策

ア 灘令丁驚と櫟 睾麓灘 探 欝鰯 繊 灘蓬割よる巡視が行われて
い る

。
）

イ 人 通 りが 少 な い場 所 な ど、 危 険箇 所 を 把 握す る。

ウ 学 校、 地 域、 保 護 者 間で 情 報 交換 を 行 い、 周 知 の 体制 づく り を進 め、
ぎ らに は即 時対応 が と れ

る 体制 づく り を 行
．
う。

エ 冬期間 （・・月 ～・月）、 学校から遠い地域の生徒について、 村のマイ１クロバスによる下校バ
ス の運 行 を行 う。

（２） 不審者との連過を想定した生徒への指導

日頃 か ら、 以 下 の事 に つい て 指 導 して いく。

ア 登下校時はできるだけ複数で、 決められた通学路 （人通りの多い所） 去通行する。

イ 誘拐やわいせつな行為な どの手口は様々なものがあることを周知する。
｛（例えば 「手伝ってほ一しい」 と 行っ て 近 づく な ど）

ウ 不審者に道遇したら、 自分が危険であることを大声をだすな どして、 できるだけ早く近くの人
に 伝 える。

箒 鶴 ぱ 鰍艦漂畿簾轟麹：撃鱗まき・琴激 線誌鼠ス
オ 近くに講もいなかったら、 不審者から遠 ざかる方へ逃げる。

カ 安 全な 場 所 ま で逃 げ た ら、 讐察 暑、 家、 学校 へ 連 絡・通 報す る。 近く に 大人 が いれ ば 事情 を 話
し
、

協 力 を 求 め る。

キ 余裕 が あ れ ば、 不 審者 の特 徴 や、 不 審 者 が自 動 章 に乗 っ て いれ ばその チ ン バー ・章 種・色 等 を

記 憶 ・記 録 して おく。

（３） 情報 の収集と発 信、 そ の相互 交流

ア 書件 ・ 享故 を 未 然 に防 ぐため に も、 学 校 は、 地 城や 関係 機 関 か ら不 審者 情 報

を収 集 する。
イ 学校 が 収 集 した 情 報 を生 徒、 家庭 へ、 ま た、 教育 委員 会 を 通 ぴ地 城 に伝 え る。

（４） 家庭、 地城と の協力 関係

ア 保識者や地城と連携 したパトロールの実施 ．
日頃から保護者・地城との情報交換・関係 づくりを行い生徒の安全確保弓協力を得 られるよう

に し て お く
。

イ 「子 ども １０ ０ 番 の家」 等



る。姦鰯 徽の制満 潟 綴総鰯鷲綿 熱壽鰹 鱗す
と も に、 目 頃 か ら咳 当の 家 等 を訪 間 し、 情 報 交 換 を実 施す る。
２ 緊急の対応

（１）生徒の安全確保

緊急事態発生の情報がもたらされたら、

ア 複数の教職員を現場に派遣する。

イ 校内 に いる 生 徒 を留 め る。

ウ 下校途中の生徒の安全を確保するため、 教職貝を派遣する。

と

（２） 情報 の収集、 遵絡

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

現場に派遣した教職員等と連絡を取り、 借報を収桑する。

必 要に 応 じ、 書 察、 消 防 に 通報 す る。

教職員間で情報を共有する。

教 育委 員会 に報 告 し、 連 携 をと る。

保謹 者、 地域 に 情 報発 信 する。

教育委員会を通し、 近隣の学校等に情報を発信する。

（３） 事後対応

ア 状 況、 情 報 を 整理 し、 対応 す べき 事 項 を決 め る。

イ 生徒の保護者には特に親身に対応 し、また、プライバ シーなどの借報管
ら 対応 す る。 ま た、 生徒 の 心 のケ ア に 対 して も、 意 を 尽く して 対応 して いく。

対応の際には、 教育委員会とも十分な連携を取りながら進める。

ウ 保 聴者、 地 域住 民 等 に対 し、 事 情説 明 の 説明 を 行 う。 一 方で は、 被 害 者
や苔察の捜査↑の影響な どを考慮する必要がある。 そこで、 開示する情報
え る。

文 番で 伝 える 際 に は、 誤 解 を招く こと の な いよ う、 表 現 に は 細心 の 注，

に十分配慮 しなが

プライバシー保護

精 査 し、 的確 に 伝

を 払 う。



弥彦中学校保護者各位

籠芋驚 篶正寓

通 学路の 安全 点検 （危険箇 所把檸） のた めの 旧報擾 供につ いて （去願い）

日頃から弥彦中学校 の教育活動へ格別 な御支援と御協カをいただき、 誠にありがとうござ
い ま す

。

轟鱗嚢灘験騒警欝簿議聾継蓬織
り を 禁 じえ ない と こ ろ で す。
新潟県においても、 平成１５年に村上市で女子生徒語拐亭件が発生 客者に

よ る 声 か けな どの ウ 案 が 多発 して い るこ と から、 同 様 の書 件 が 起 こり 「地 城
の 子 ども は 地城 で 守 るＪ と い う 考 え方 の も と、 保議 者 や 地 城 の 皆 様 に ・けて、
全カを挙 げて生徒の安全確保の取組を推進する必要がありま す。

そこで、 弥彦中学校及ぴ弥彦中学校ＰＴＡと して、 以下に示す２点について至急取り組む
こ と に いた しま した。欄 綴織綴

２ た の

８墓綱 場篇搬隷驚鱗至鶴線 鵜二
す る。

③ ＰＴＡによる巡回パトロールの螢化
④ 保度者によう送理

上記・①の通学路の再点検においては、 麟 麺 左のお気付きの危険箇ｉ所、さらに 錐 が
感 じる危険箇所についても情報収集していこうと考えていま す。
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右にある校区略地図の太い線で表示されているのが、 中学校が設定し珪通学路です。

① 普段お気付きの通学路における危 険箇所の位 置を
校区略図の中に赤ペンで書き込む。 （印諸つける）
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で きる だけ 多く の情 報 を集 め、 集 約 した も の か ら、 実 際 に確 認

街 灯 の な い 所、 人 目 の つ き にく い ブライ ン ドに なる 所 な ど、 不 審
危 険箇 所 を あ げ てく ださ い。 御 協力 よ ろ しく お 願 い い た しま す。

右 の だ１ し って １ ２ １ ６ 目 で ’ ん して雌 １
特に危険箇所がない場合でも 「危険箇所な し」 として提出お願いします。

から見た

任に 止



Ｏ， 下の校区略地図中の危険箇所に赤ペ ン

で印をつけ、 その状況を下の欄に具体的

に 書 い てく だ さ い。

【校 区 略 地 図】

学年／組 年

隼徒名

保議者名

坦邑厘ヨ 拐ミイ寸
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